
■日 時
令和４年１０月２５日（火）１９：００～２０：３０

■場 所
久利まちづくりセンター（大田市久利町内）

■内 容（講義テーマ）
「集落ぐるみでのサル対策の進め方」
「ニホンザルの目撃情報等の収集・共有する意義や手法」

■講 師
島根県西部農林水産振興センター県央事務所 澤田誠吾企画員
島根県中山間地域研究センター 鳥獣対策科 小沼仁美研究員

■参加者
狩猟免許所持者や煙火講習会を受講した久利・大屋地区の住民約４０名

『久利・大屋地区鳥獣害対策研修会』を開催
【助け合いネットワークの構築事業】

久利・大屋地区では、猿やイノシシによる鳥獣被害が深刻であり、地域の大きな
課題となっていることから、久利・大屋地区小さな拠点推進協議会内の助け合い
ネットワーク部会を中心に検討を重ねています。
鳥獣害対策は継続していくことが大切であるとの共通した想いから、昨年度に引き続い

て両地区合同の研修会を企画・開催しました。
研修会では、県西部農林水産振興センター県央事務所職員と中山間地域研究センター研

究員の２名を講師に、鳥獣のうち、ニホンザルに特化した対策に関する専門知識、先行事
例等を学び、今後、地域全体での対策を具体化していく予定です。

（研修会の様子）


